

別紙２

提案書　記載要領



 (
○
　本記載要領
では、
提案書
の
様式と
記載にあたっ
て
の注意事項等を
紹介
します。
※提案書を
提出する際
、
本ページは削除して下さい
)





 (
応募する区分と異なる区分であっても採択を希望する場合(※)には、以降の様式について応募する公募枠を明示した上で複数枚作成してください。
※異なる区分での応募基準を満たしていることが前提となります。
例：一般型・短期実証型の公募が同時に実施されており、一般型での採択を希望しているが、審査結果によっては短期実証型としての採択で差支えない場合
)
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『令和８年度交通運輸技術開発推進制度』研究課題提案書

	研 究 課 題 名
	

	研究期間
	令和８年度～令和○○年度（△年間）

	研究代表者氏名
	 フリガナ 
	 

	
	（漢字等）
	 

	所属研究機関
	

	住所
	

	電話番号
	　
	ＦＡＸ
	　

	E-mail
	

	部局
	 

	職名
	 

	経理事務
担当者氏名
	
	経理担当部局名・
連絡先等
	
電話番号：
FAX番号：
E-mail：

	　研究分担者氏名
※１
	フリガナ

	
	（漢字等）

	所属研究機関
	

	住所
	〒


	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	E-mail
	

	部局
	

	職名
	


※１　研究分担者等は必要に応じて適宜記入欄を追加してください。

5.3.2に定める以下の条件に該当する場合はチェックをつけてください。
・若手研究者（令和８年４月１日時点で40 歳未満）を研究構成に含む
□該当する
・「えるぼし」・「くるみん」認定取得した企業等を研究構成に含む
□該当する（取得した認定：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・以下の何れかに該当する者を研究構成に含む
ⅰ)原則設立15 年以内の科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律（平成二十年法律第六十三号）第２条第14 項に規定する中小企業者
ⅱ)事業を営んでいない個人（研究者等）であって、研究開発成果の事業化を目指すもの
□該当する

（別紙２－１－１）
 (
全体
（別紙
２－
１－１
）
でＡ４サイズ５～６枚程度を標準とします。
※赤線二重
枠
　
　　
  は作成・提出時に
削除して下さい
。
)研究課題の内容

 (
　
　　　
)

1． 研究の内容　
(1) 研究の背景及び目的
 (
研究課題
を
実施する
背景や
目的に加え
、交通運輸分野
を取り巻く
社会
情勢
、目的を
達成するために解決すべき課題、社会的ニーズ等を
具体的に
記述して
下さい
。
)


(2)  (
研究
課題の達成目標を
記述
して
下さい
。
なお、
多年度
（最長
３年
）
の研究計画を策定する場合は、
年
度毎の
達成
目標
を
具体的に
記述
して
下さい。
)研究目標



(3)  (
研究目標を
達成するための
研究計画
及び方法などを具体的に記述して下さい
。
なお、
多年度の研究計画を策定する場合は、年度毎の研究内容が分かるよう
記述
して
下さい
。
)研究計画及び方法



 (
本研究のアピールしたい点を中心に、適当な項目分けを行い記述して下さい。
また、評価を受ける際に、当該研究の評価してほしい具体的な項目も記述して下さい。
以下に、項目の例を示しますが、これにとらわれずに自由に研究の特色を記述して下さい
。
)２．研究の特色




 (
・
独創性、革新性、先導性、発展性等
の
科学的、技術的意義
・
交通・輸送システムの安全性・
信頼性
・
効率性
等
向上
の
社会的、経済的意義
・
国や社会のニーズへの適合性
及び国土交通省の政策課題解決への寄与度
について
記述して下さい。
)(1)本研究の必要性





 (
・
目標の妥当性、費用対効果の妥当性、手段やアプローチの妥当性等
の計画が妥当
か
・
適切な研究の人員・組織体制等
の
実施体制が妥当か
について記述して下さい。
)(2)本研究の効率性




(3)本研究の有効性
 (
・
研究成果が交通運輸
技術の
安全性、生産性の
向上につながるか
・利用者に対してどのようなメリット（快適性、安全・安心）を与えるものか
・
研究
成果が引用されて新たな研究開発に
つ
な
がる可能性
について記述して下さい。
)




 (
・研究成果
をどのように社会実装するのか
・社会実装を通じて交通運輸分野の発展等にどのように寄与するのか
について記述して下さい。
・短期実証型の場合、必ず
早期の社会実装（３年以内を目安）が見込まれ
ることを示して下さい。
)　(4)本研究の社会実装性






　(5)本研究の国外市場開拓の可能性
 (
・
本研究を通じて開発した技術
、
成果を
将来的に
国外市場
へ
展開（売り込み）していく意向（予定）はあるのか
・
特許取得等により、将来的に開発した技術、成果をデファクトスタンダード化又は国際標準化できる見込みがあるものか
について記述して下さい。
)





３．不正経理及び不正行為等に対応した体制の有無
 (
該当するものに○印を記入して下さい。
なお、機関に求められる体制等の詳細は、
「
公的研究費の不正使用等の防止に関する取組について（共通的な指針）」、
「
研究活動における不正行為への対応指針
」及び「
研究機関における公的研究費の管理・監査ガイドライン
」をご参
照下さい。
)




　　　　本研究に参加する研究者が所属する機関は、研究費の機関経理に相応しい仕組み、不正行為の
発生防止及び発生に対応した体制等を備えていますか。
	[bookmark: _Hlk188898324]
	　備えている

	
	　備えていない


４．人権の保護及び法令等の遵守への対応
 (
　研究を
遂行するにあたり、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、
生命
倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等
に
基づく手続きが必要な研究
、
安全保障貿易管理に係る
取組
を必要とする研究が
含まれている場合
に、
どのような対策と
措置を講じるか記述して下さい。
　
なお、
該当しない場合
には
、その旨記述して
下さい
。
)





５．技術流出の防止に対応した体制の有無
 (
　研究を
遂行するにあたり、
コア重要技術等に対して技術流出防止措置
を講じる必要がある場合に、
対象となるコア重要技術の概要と具体的に技術流出防止
措置を講じるか記述して下さい。
なお、
該当しない場合
には
、その旨記述して
下さい
。
)




　本研究に参加する研究者が所属する機関は、技術流出の防止に関する体制等を備えていますか。
	
	　備えている

	
	　備えていない



	コア重要技術の概要
	

	具体的な技術流出防止措置の内容
	



（別紙２－１－２）
「研究開発年度計画（年次計画）・経費の見込み」
 (
研究内容の年度計画・経費が分かるような計画表を作成してください。
多年度の研究計画を策定する場合は、計画期間分の年次計画・経費が分かるようにしてください。
)


単位：千円　
　　※研究期間が３年の場合の例（研究期間が１年又は２年の場合は列を削除してください。）
	研究開発項目
	令和８年度
	令和９年度　　　　
	令和10年度

	直接経費
	1,000
	5,000
	6,000

	(1)○○モデルの開発





(2) ○○データベースの開発






(3)○○解析システムの開発





	○○の分析
450





△△の分析
200






　□□の分析
350






	

○○の開発
2,000




△△システム構築
500






□□の開発
2,500



	


○○の検証
2,000





△△の検証
2,000







□□の検証
2,000

	間接経費
	300
	1,200
	1,500

	合　　計
	1,300

18.2
	6,200
	7,500

	総　　計
	15,000


（注）　
・主な研究開発項目毎に記載して下さい（線表の下に見積額を記入する）
・間接経費は、直接経費の30％を上限として計上することができます。千円単位で記載願います。



（別紙２－１－３）
研究課題の予算

１．主な機器設備等の内訳
 (
主な機器設備、プログラムソフトの購入費及びプログラムソフトの開発費については、予
定金額が
50
万円以
上（間接経費を含まない）の場合、品名、仕様、用途及び予定金額を記入して下さい。
　（複数ある場合は表をコピーして記入して下さい）
)






	品　　名
	

	仕　　様
	

	用　　途
	

	予定金額（百万円）
	




２．その他
 (
各個別機関毎の予算において
、人件費が直接経費の総額で
50％
を超える場合
は、詳細な理由を記述して下さい。
)

























（別紙２－２－１）
研究課題の概要
 (
研究課題の概要をまとめ、イメージ図などを付けて、
Ａ４サイズ１枚
に以下の例を参考に簡潔かつ要領よくまとめて記述して下さい。
また、採択の場合、
本概要は公表する場合があります
。
)



記載例）
研究課題名 ： ○○○○○○○に関する技術開発
研究代表者：： ○○　○○（国立研究開発法人○○○○研究所）
機関研究代表者 ： ○○　○○（国立研究開発法人○○○○研究所）
○○　○○（○○大学）　　○○　○○（○○○○株式会社）
研究の概要
【背景及び目的】　
　　○○○・・・・・・
【研究内容】　
 (
各項目について、それぞれ
300
字
程度で簡潔に記述願います。
)　　○○○・・・・・・
【成果の活用】
　　○○○・・・・・・

【イメージ図】
 (
研究の概要が分かるような図を付けて下さい。
) (
扱い難い
)　

　（例）


 (
低重心風車の開発
)



 (
ＣＯ
2
)
 (
化学燃料
メタン
メタノール
) (
クリーン電力
)
 (
低動揺浮体の開発
) (
水素
)

 (
新係留技術の開発
) (
海水
)
 (
貯蔵運搬が容易
)



 (
陸の水は貴重資源
97.2
％
 海 水
 
2.2
％ 
極地の氷
2.2%極
)
 (
運輸部門
石油依存
52
％
)




（別紙２－２－２）
研究実施体制

１．グループ研究の必要性
 (
複数の機関で研究を実施する場合は、その必要性が分かるように、各機関の役割分担を簡潔に記述してください。
)



２．実施体系図
 (
研究代表者
と各個別
機関
の研究実施体制及び当該
機関
の役割をフローチャートで分かりやすく
作成してください。
【必須項目】
応募課題に関する事項
全体課題名
機関名及び研究代表者氏名
各個別機関（研究代表者所属機関を含みます）
個別課題名
機関名及び機関研究代表者氏名
研究内容及び研究分担者氏名
研究支援者氏名及び
支援内容
※
研究支援
者
とは
、
研究者以外の研究補助者、技能者および研究
事務
その
他
関係者
を
いう。
)




　　　　　　　　　　　　　＊１




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



記載例）
 (
全体課題名
「・・・・・・に関する技術開発」
機関名及び研究代表者氏名
　
○○○工業（株）　　○　○　○　○
)






 (
個別課題名
「△△のモデル実験」
「○○システムの性能評価手法の確立」
機関研究代表者
○○研究所
△△　△△
研究分担者氏名及び研究内容
研究支援者氏名及び
支援内容
・
・
・
・
) (
個別課題名
「
○○システムの開発」
機関研究代表者
　○○大学
　　　　　　××　××
研究分担者氏名及び研究内容
研究支援者氏名及び
支援内容
・
・
・
・
) (
個別課題名
「○○システムの解析手法の確立」
機関研究代表者
○○○工業（株）
　○○　○○
研究分担者氏名及び研究内容
研究支援者氏名及び
支援内容
・
・
・
・
)














　（別紙２－２－３）
研究実施フローチャート
 (
研究全体の流れが分かるようなフローチャートを作成してください
)

記載例）　この例はあくまでも参考ですので、これにとらわれず自由に作成して下さい。

 (
○○システムの検討
○○大学（担当：　　）
△△工業（担当：　　）
)






 (
△△の設計・試作
××研究所
（担当：　　
）
) (
××手法の検討
○○大学
（担当：　　）
)


 (
解析ソフトの開発
××研究所
（担当：　　）
) (
システムの総合評価
○○大学（担当：　　）
△△工業（担当：　　）
××研究所（担当：　　）
) (
高性能化、軽量化の検討
○○大学
（担当：　　）
) (
解析ソフトの改善
××研究所
（担当：　　）
) (
実証実験及びデータ解析
△△工業㈱（担当：　　）
××研究所（担当：　　）
)

 (
モデル実験
××研究所
（担当：　　）
) (
簡易測定方法の検討
△△工業㈱
（担当：　　）
)























　

（別紙２－２－４）
ロードマップ
 (
研究
終了後の実用化
を
目指した実用化研究
や
実証試験
、
また、関連する研究開発や
提案
する研
究課題の
ベース
となる研究について
記載
してください。
※
研究テーマ自体の
最終目標（実用化等）
を踏まえた上で、本制度
へ
応募した研究課題がどの
段階
に
位置付けられる
か
を
明示して下さい
。
※
短期実証型の場合、必ず
実証事業を含むロードマップ
を示して下さい。
)





記載例）　この例はあくまでも参考ですので、これにとらわれず自由に作成して下さい。

 (
～
R
7
R
8
R
9
R
10
R
1
1
～
本研究
実用化
研究
実
証
試
験
R
1
1
～
R
1
2
R
1
3
R
1
4
○×に
関する
研究
関連する
研究
ベースと
なる
研究
実
用
化
)



（別紙２－２－５）
 (
研究にかかる費用について、各費目の年度額の計画を記載してください。
多年度の研究計画を策定する場合は、計画期間分の
年度額について記載してください。
)研究課題の予算
※研究期間が３年の場合の例（研究期間が１年、２年の場合は列を削除してください。）
	大項目
	中項目
	令和８年度
	令和９年度
	令和10年度
	計

	直接経費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	

	
	2.旅　費
	旅　費
	
	
	
	

	
	3.人件費
　・謝金
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	

	
	4.その他

	印刷製本費
	
	
	
	

	
	
	会議費
	
	
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	
	
	

	
	
	光熱水料
	
	
	
	

	
	
	特許関連経費
	
	
	
	

	
	
	外注費※２
	
	
	
	

	間接経費
（上記経費の30%以内）
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
（注）
・研究開発全体の所要経費及び項目ごとの所要経費について、見込額を記述してください。
・間接経費は、直接経費の30％を上限として計上することができます。千円単位で記載願います。

※外注費を計上する場合には、以下に概要を示してください。
	外注する内容：○○に関する解析
	予算額：　千円

	外注内容：○○○


 
（別紙２－２－６）
研究組織（研究代表者及び研究分担者）
※研究分担者の人数に応じて適宜記入欄を追加してください。
	
	氏名（年齢）
研究者番号※１
	所属研究機関
部局
職名
	現在の専門　※２
学位（最終学歴）
役割分担
	令和８年度
研究経費
（千円）
	エフォート
（％）

	研究代表者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	研究分担者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	研究分担者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計　　名
	研究経費合計
	
	


※１　研究者番号は、ｅ－Ｒａｄの登録番号を記載してください。
※２　専門は、できるだけ詳細に記載して下さい。（例：土木工学－海洋水理学－波動数値解析）

（別紙２－２－７）
研　究　業　績
	本欄には、研究代表者及び研究分担者がこれまでに発表した論文、著書、産業財産権、招待講演のうち、本研究に関連する重要なものをresearchmap等からコピーする等の方法で記入してください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。
①　例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。
②　以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略しても可。


※２頁以内で記入してください。
（Researchmapテキスト出力のコピー例）
Non-negligible collisions of alkali atoms with background gas in buffer-gas-free cells coated with paraffin
Applied Physics B-Lasers and Optics 122(4) 81-1-81-6 2016年3月

Laser frequency locking with 46 GHz offset using an electro-optic modulator for magneto-optical trapping of francium atoms
Applied Optics 55(5) 1164-1169 2016年2月

Atomic spin resonance in a rubidium beam obliquely incident to a transmission magnetic grating
Journal of Physics B-Atomic Molecular and Optical Physics 49(6) 065005-1-065005-5 2016年3月

Unexpected spin-parity assignments of the excited states in Be-9
Physical Review C 91(2) 2015年

Relaxation of Cs atomic polarization at surface coatings characterized by X-ray photoelectron spectroscopy
Japanese Journal of Applied Physics 54(6) 2015年

Non-negligible collisions of alkali atoms with background gas in buffer-gas-free cells coated with paraffin
Applied Physics B-Lasers and Optics 122(4) 81-1-81-6 2016年3月

Laser frequency locking with 46 GHz offset using an electro-optic modulator for magneto-optical trapping of francium atoms
Applied Optics 55(5) 1164-1169 2016年2月

Atomic spin resonance in a rubidium beam obliquely incident to a transmission magnetic grating
Journal of Physics B-Atomic Molecular and Optical Physics 49(6) 065005-1-065005-5 2016年3月

Unexpected spin-parity assignments of the excited states in Be-9
Physical Review C 91(2) 2015年

Relaxation of Cs atomic polarization at surface coatings characterized by X-ray photoelectron spectroscopy
Japanese Journal of Applied Physics 54(6) 2015年

（別紙２－２－８）
研究費の応募・受入等の状況・エフォート
	　本応募課題の研究代表者の応募時点における、（１）応募中の研究費、（２）受入予定の研究費、（３）その他の活動について、次の点に留意し記入してください。なお、複数の研究費を記入する場合は、線を引いて区別して記入してください。
①「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施等に
　必要となる時間の配分率（％）を記入してください。
②「応募中の研究費」欄の先頭には、本応募研究課題を記入してください。


※必要に応じて行を挿入して構いませんが、１頁以内で記入してください。

（１）応募中の研究費（適宜記入欄を追加してよい。）
	資金制度・研究費名
（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割
(代表・分担の別)
	令和８年度の研究経費
(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	【本応募研究課題】

（R○○  ～R○○ ）
	○○に関する研究
（　　　　　　　）
	代表
	
1,300
（15,000）
	30
	

（総額　12,000千円）注）

	△△研究
（R○~R○・△機関）
	○○と△△の□□への依存性に関する調査研究（学振花子）
	分担
	3,000
（10,000）
	20
	研究とは××の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　7,000千円）注）

	
	
	
	
（　　　）
	
	

（　　　　　　　　）注）



（２）受入予定の研究費（適宜記入欄を追加してよい。）
	資金制度・研究費名
（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割(代表・分担の別)
	令和８年度の研究経費
(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	
	
（　　　　　　　　　）
	
	
（　　　　）
	
	
（総額　　　　　千円）注）

	


	
	
	

（　　　）
	
	

（総額　　　千円）注）　　



（３）その他の活動　　　エフォート：　○○　％




注）カッコ内には、研究期間全体の直接経費の総額を記入してください。


（別紙２－２－９）
これまでに受けた研究費とその成果等

	　本欄には、研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究の立案に生かされているものを選定し、当該資金制度とそれ以外の研究費に分けて、次の点に留意し記述してください。
①　それぞれの研究費毎に、資金制度名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入の上、研究成果及び中間・事後評価（当該研究費の配分機関が行うものに限る。）結果を簡潔に記述してください
②　当該資金制度とそれ以外の研究費は区別して記述してください。


（例）
資金制度名：
期間（年度）：　　年度～　　年度
研究課題名：
研究代表者又は研究分担者の別：
研究経費（直接経費）：　　千円
研究成果及び中間・事後評価結果：




【当該資金制度】
（１）交通運輸技術開発推進制度（一般型）、R4～R6、「○○に関する研究」、代表者、４０，０００千円
　　　××××の成果を得た。

【それ以外の研究費】
（２）基盤研究（B）、R4～R6、「○○に関する研究」、代表者、４０，０００千円
　　　××××の成果を得た。
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